
一般社団法人日本解剖学会 2020 (令和2) 年度第6回理事会議事録  

 

日時：2020 (令和2)年12月12日(土) 14：00～17：05 

場所：ＡＰ東京八重洲通り（10階Ｗルーム）およびWebによる開催 

出席者：八木沼 洋行（理事長）、渡辺 雅彦、西 真弓、野田 泰子、牛木 辰男（以上、常務理事）、大塚 愛二、尾

﨑 紀之、小澤 一史、城戸 瑞穂、小路 武彦、佐藤 真、篠田 晃、千田 隆夫、福田 孝一、藤山 文乃、堀 修、

八木 秀司（以上、理事）、木山 博資、藤本 豊士（以上、監事） 

欠席者：岡部 繁男、天野 修 

 

Ⅰ．議事録署名人の選任 

定款第39条の規定により、木山・藤本両監事が議事録署名人として選出された。 

 

Ⅱ．会議記録の確認 

以下の会議記録が確認された。 

(1) 2020(令和2)年度第1回理事会（令和2年2月17-28日開催）議事録（案） 

(2) 2020(令和2)年度第2回理事会（令和2年3月3-4日開催）議事録（案） 

(3) 2020(令和2)年度第3回理事会（令和2年3月6-9日開催）議事録（案） 

(4) 2020(令和2)年度定時社員総会（令和2年3月25日開催）議事録（案） 

(5) 2020(令和2)年度第4回理事会（令和2年5月22-25日開催）議事録（案） 

(6) 2020(令和2)年度第5回理事会（令和2年7月21-30日開催）議事録（案） 

 

Ⅲ．報告事項 

 1．庶務報告 

(1) 教授就任による代議員の承認について 

資料に基づき、教授就任に伴う以下の8名の代議員申請者について、常務理事会で承認されたことが報告

された。 

渡部 功一 先生（久留米大学 医学部 解剖学講座 肉眼・臨床解剖部門 教授 2020年4月1日就任） 

林 省吾 先生（東海大学 医学部医学科 基礎医学系 生体構造機能学 教授 2020年4月1日就任） 

吉村 建 先生（日本歯科大学 新潟生命歯学部 解剖学教室第一講座 教授 2020年4月1日就任） 

岡田 康志 先生（東京大学大学院 医学系研究科 細胞生物学・解剖学教室 教授 2020年4月1日就任） 

市村 浩一郎 先生（順天堂大学 医学部 解剖学・生体構造科学講座 教授 2020年4月1日就任） 

細矢 明宏 先生（北海道医療大学 歯学部 口腔構造・機能発育学系 組織学分野 教授 2020年4月1日

就任） 

薗村 貴弘 先生（朝日大学 歯学部 口腔構造機能発育学講座 解剖学分野 教授 2020年5月1日就任） 

山口 淳 先生（千葉大学 大学院医学研究科 機能形態学教室 教授 2017年1月1日就任） 

 

(2) 男女共同参画学協会連絡会報告 

資料に基づき、男女共同参画学協会連絡会へ提出した解剖学会の活動報告、および10月17日（土）に実施さ

れた男女共同参画学協会連絡会シンポジウムについて報告された。 

 

(3) 支部代議員会報告 

資料に基づき、第66回東北・北海道連合支部代議員会 (令和2年9月6日(日)Web開催)、第108回関東支部代議

員会 (令和2年10月31日(土)Web開催)、第80回中部支部代議員会議 (令和2年10月31日(土)Web開催) での議事

録の内容が報告された。東北・北海道連合支部からは、同日開催された学術集会もWeb開催となり、活発な

質疑が行われたことが報告された。 

 

(4) 次期役員選挙報告 

資料に基づき、次期役員選挙の結果が報告された。オンライン選挙であったが、投票率が37.26%と低調であ

ったので、次回は投票締め切り1週間前と前日などにリマインドメールを送信すること、また科研費応募書

類作成時期重ならないように11月上旬から中旬に投票期間を設けることなどの意見が出された。 

 

(5) 日本外科学会CST推進委員会報告 

資料に基づき、日本外科学会CST推進委員会で「臨床医学研究における献体使用に関する提言・リコメンデ

ーション・Q&A」が作成され、解剖学会理事会での審議結果を経て、内容が確定、公開されたことが報告

された。 

 



(6) その他 

特になし。 

 

 

2．編集報告 

(1) ＡＳＩについて 

資料に基づき、ASIについて、シュプリンガーより2019年度分のインセンティブボーナスが満額入金された

こと、インパクトファクター（2019）は1.512であったことが報告された。大塚編集委員長からは、2020年に

ついても順調に投稿が続いていることが報告された。 

 

(2) 名簿作成ワーキンググループ立ち上げについて 

資料に基づき、会員名簿2022作成ワーキンググループが立ち上げられ、12月10日にWeb会議が開催されたこ

とが報告された。委員長は西 真弓 先生、委員は榎原 智美 先生、金井 克光 先生、松田 賢一 先生で構成

され、2022年1月の発送を目指して作業をすすめる。予算については、特別会計（名簿作成積立金）で不足

する分を特別会計（特別事業積立金）で支出することが提案され、審議事項10で承認された。 

 

(3) その他 

特になし。 

 

 

3．企画・渉外報告 

(1) 2020 (令和2)年度奨励賞について 

資料に基づき、今年度の奨励賞申請者の中で、5名が奨励賞の受賞候補者であることが報告された。また、

委員会で以下の意見が出されたことが報告され、理事会で継続して検討することとした。①肉眼解剖に関す

る論文については、倫理員会で承認されていることが論文に記載されていない場合は審査対象としない旨

募集要項に記載すべきである。②今後の研究展開の記載が不十分な申請がみられるので、ある程度の基準を

示した方が良い。 

 

(2) 認定一級ならびに二級技術者審査結果について 

資料に基づき、一級技術者2名の試験合格、二級技術者9名の資格審査合格の判定結果が報告された。 

 

(3) 2021(令和3)年度総会・全国学術集会準備状況について 

資料に基づき、第126回日本解剖学会総会・全国学術集会と第98回日本生理学会大会 合同大会がCOVID-19

感染拡大の影響によりWeb開催としたこと、またその準備状況が報告された。 

 

(4) 2022(令和4)年度総会・全国学術集会準備状況について 

資料に基づき、第127回日本解剖学会総会・全国学術集会の準備状況について、大阪大学の箕面新キャンパ

スでの現地開催とWebでのハイブリッド開催が予定されていることが報告された。 

 

(5) 日本医学会・日本医学会連合報告 

資料に基づき、新規加盟学会４学会、緊急提言、旧優生保護法の検証のための検討会報告書、未来への提言

などについて報告された。 

 

(6) 生物科学学会連合報告 

資料に基づき、小林 武彦 氏（東京大学）が次期代表選出されたことが報告された。また、生科連からの緊

急提言について報告された。 

 

(7) 日本脳科学関連学会連合報告 

資料に基づき、伊佐 正 氏（京都大学）の連合代表への就任が報告された。また、脳科連からの緊急提言、

および、ヒューマングライコームプロジェクトへ賛同する予定であることが報告された。 

 

(8) 技術職員における現状と課題についてのアンケートについて 

資料に基づき、技術職員における現状と課題についてのアンケート解析の結果を受けた要望書について報

告された。要望が効果的に伝わるように、要望書の内容と提出先については継続して検討することとなっ

た。 

 



(9) 韓国解剖学会との若手研究者支援事業について 

資料に基づき、KAAについては、2021年はJAAよりKAAへ若手研究者を派遣する予定であるが、COVID-19

の感染状況をみながら判断することが報告された。 

 

(10) 若手研究者の会について 

資料に基づき、第126回日本解剖学会総会・全国学術集会における若手の会の活動予定について報告がなさ

れた。また、これまでの活動の資料が紹介された。 

 

(11) その他 

特になし。 

 

4．会計報告 

(1) 支部学術集会決算について 

資料に基づき、第66回東北・北海道連合支部学術集会収支決算について報告された。 

 

(2) 2020(令和2)年度総会・全国学術集会収支決算について 

資料に基づき、2020(令和2)年度（第125回）総会・全国学術集会収支決算について篠田 全国学術集会会頭よ

り以下の通り報告された。全国学術集会は誌上開催となったが総演題数は648演題であった。余剰金につい

ては、篠田第125回会頭の意向を尊重し、助成金100万円を除いた3,916,942円を12月2日付で解剖学会特別事

業積立金へ繰り入れた旨、学会事務局より説明があった。 

 

(3) 2020 (令和2)年度中間決算書について 

資料に基づき、2020(令和2)年度中間決算書（令和2年1月1日～10月31日）について以下の通り報告された。

一般会計の支出の部では、新型コロナウイルス感染拡大に伴い海外交流関係が中止になったことで支出がな

く、会議の多くがWeb開催となっていることにより会議費、旅費、交通費の支出が予算よりもかなり少なく

なっている。なお、この時点での資料には反映されていないが、特別会計（特別事業積立金）には、12月2日

付で2020(令和2)年度（第125回）総会・全国学術集会余剰金が繰り入れされた旨、事務局より補足説明があ

った。 

 

(4) 国立国会図書館インターネット資料収集保存事業について 

資料に基づき、国立国会図書館インターネット資料収集保存事業について以下の通り報告された。事業の内

容は、各学会のホームページの内容について、国立国会図書館が資料収集を行ってアーカイブ化するもので

あり、国立国会図書館からの依頼について解剖学会として許諾した。 

 

(5) その他 

特になし。 

 

5．理事長報告 

(1) 国際渉外関係について（KAA、APICA、IFAA等） 

KAAについては、2021年はJAAよりKAAへ若手研究者を派遣する予定であるが、COVID-19の感染状況をみ

ながら派遣するかどうか判断することが報告された。資料に基づき、APICAについては、2020年の9th APICA

（北京）がキャンセルされたこと、そして、2022年はオーストラリアとニュージーランドの学会（ANZACA）

が中心となり10th APICAを開催することになったことが報告された。また、IFAAについては、2024年にIFAA

がKAA主催で行われる際、JAAはKAAに協力することとなっており、その過程でIFAAへの復帰の可能性を

探る方針であることが報告された。 

 

(2) 2025(令和7)年度総会・全国学術集会について 

資料に基づき、解剖学会、生理学会、薬理学会と合同で学会を開催することを検討していることが報告され

た。 

 

 

Ⅳ．審議事項 

1. 名誉会員・永年会員の推薦について 

資料に基づき、名誉会員の該当者は本年度なかったことが説明された。また、永年会員の推薦対象者につい

て審議された結果、対象者本人の意思と終身会費の納入を確認した後、総会で推薦することで承認された。 

 



2. 申請による代議員について 

資料に基づき、代議員選出規定申し合わせ事項が説明された後、投票が木山監事の立会いのもと行われた結

果、3名が承認された。 

 

3. COVID-19に対する各大学の対応と解剖学教育への影響に関する調査と提言について 

資料に基づき、4月と7月に実施したCOVID-19に対する各大学の対応と解剖学教育への影響に関する調査の

結果を受けて作成した肉眼解剖学実習と組織学実習の実施に関わる提言内容について説明された。審議の

結果、医学・歯学基礎教育における肉眼解剖学実習の重要性を鑑み、御献体を用いた肉眼解剖学実習の実施

を推奨するとの学会の基本的な考え方を盛り込むことで意見が一致し、今後、メール審議で意見をもらい最

終案をまとめ提言することで承認された。 

 

4. 2020 (令和2)年度認定技術者功労賞について 

資料に基づき、2020(令和2)年度認定技術者功労賞申請者について、投票が木山監事の立会いのもと行われ

た結果、１名が承認された。 

 

5. 認定一級ならびに二級技術者申請書一部改正について 

資料に基づき、申請書の改正点として、① 必要書類のチェック欄、②審査料入金日の記入欄、③学会歴の

記載欄、④推薦代議員による当該業務従事期間証明書での職名・業務内容等の記載欄の追加と申請書のダウ

ンロード形式のエクセルからワード形式への変更が説明され、審議の結果、承認された。 

 

6. 学会ホームページ一般向けコーナー「解剖学ひろば」掲載記事について 

資料に基づき、本年10月1日から学会ホームページに公開した一般向けコーナー「解剖学ひろば」への会員

からの投稿依頼があったが、本コーナーは公開当初、依頼原稿や既に公刊された論文随筆などの転載や再録

を中心に考えていたため、一般投稿を想定していなかったことより、アウトリーチ委員会から今後の運用方

針などについての検討の依頼があったこと、また、常務理事会においては投稿原稿を受け付けない方向での

運用が議論されたことが説明された。理事より、本コーナーは学会ホームページのアクセス数を増やすこと

を目的として開始したが、今後、会員の交流の場として方向性が変化していく可能性があるとの意見が出さ

れ、審議を継続することで了承された。 

 

7. 2023・2024(令和5・6)年度総会・全国学術集会開催校について 

資料に基づき、2023 (令和5)年度総会・全国学術集会開催校希望について、大和田 祐二 先生（東北大学）

から開催希望届けがあったことが報告され、審議の結果、承認された。また、2024 (令和6)年度については

未だ届け出がないことより、公募を継続することとして、理事に各支部において開催の検討を呼びかけても

らうこととした。 

 

8. 死体解剖資格取得申請に関する問題提起について 

資料に基づき、死体解剖資格取得申請に関する本学会としての指針案が説明された。審議の結果、学会とし

て指針を出す方向については承認され、今後、内容について理事からの意見をもらいブラッシュアップし最

終案を次回の理事会で諮ることで承認された。 

 

9. 2021(令和3)年度事業計画案について 

資料に基づき、2021(令和3)年度事業計画案について、基本的に本年度と同様の内容であるが、会員名簿作成

が新たに追加されたこと、解剖学雑誌の電子化については、電子化の完了にともない事業計画から削除され

たことが説明された。審議の結果、承認された。 

 

10. 2021(令和3)年度仮予算書案、ならびに事務委託契約について 

資料に基づき、2021(令和3)年度事業計画案について、例年の仮予算書案での予算額は前年度の実績に基づ

き決められているが、本年度は新型コロナ感染症の影響により、会議費、旅費、交通費などが大幅に減少し

ているが、現時点では来年度の新型コロナ感染症による影響が見通せないことより、本年度の予算案に基づ

き立てられていることが説明された。また、会員名簿の作成にともない、積立金に加え、さらに180万円程

度の追加費用が必要となる見込みであることが説明され、追加費用について、会費の値上げによる会員の負

担を避けて、一般会計あるいは特別事業積立金からの拠出が提案された。審議の結果、事業計画案とともに

特別事業積立金からの会員名簿作成に対する追加費用の拠出が承認された。また、口腔保健協会からの来年

度の学会事務委託再契約について、事務委託費が協会算出基準額となることが説明され、審議の結果、了承

された。 

 



11. その他 

次回（2021(令和3)年度第1回）の日程について 

日時 2021(令和3)年1月24日（日）13：30～16：30 

会場 ＡＰ品川 

※新旧合同理事会として開催。 

終了後、新理事による理事長・常務理事選出選挙、ならびに新旧理事長・常務理事・常任幹事による引

継を実施。 

 

上記の2020年(令和2年）度第6回理事会の議決および確認事項を明確にするため、この議事録を作成し、議事録署名

人 (監事) はここに記名押印する。 

 

2020年(令和2年）   月    日 

      一般社団法人 日本解剖学会 

 

       議長 

 

       署名人 

 

       署名人 

   

 


